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未来へ輝け！

新年あけましておめでとうございます

謹んで新春の祝詞を申し上げます

旧年中は会員の皆様には大変お世話になり、 誠にありがとうございました。
昨年は平成から令和に元号が変わり、 新しい未来へ向けての船出となりました。
しかし、 なかなか進まない震災復興に加え、 台風などの自然災害が頻発し悲しい出来事がありました。
消費税の増税が行われ、 少子高齢化社会による人手不足が一段と深刻に感じた年でした。

日本を取り巻く経済環境は、 米中関係悪化の懸念から為替に影響が及んでいます。
また、 日韓関係の影響から韓国からの訪日客が急減しています。
しかし、 暗い話ばかりではなく今年は二度目となる東京オリンピックの開催で、 海外からの訪日客が押し
寄せることや、 スペースジェット 1 号機の納入が予定されています。
私たち企業経営者はあらゆる外部要因にも対応できる、 強い行動力と精神力で未来へ立向う使命が
あると思います。
日本を支えているのは私たち中小企業です。 この自覚を持った会員が多くいるのが新世代産業研究会
です。 皆様方と切磋琢磨し、 この厳しい経済環境を乗り越えていきましょう。

今年は十二支の子年あたり、 増えるという意味合があるそうです。
健康に気を使い命を増やす、 仕事を増やす、 仲間を増やす一年にしたいと思います。

さて、 昨年の各事業にはご理解とご協力を賜り無事進めることが出来ました。
大変喜ばしいことに、 新会員が 2 名加わりました。 今年も会員増強年度として頑張ってまいります。
先輩の皆様方にもご参加いただける様な企画に取り組み、 充実し魅力ある会にしていく所存です。

この新しい年が、 会員皆様のより良き年になるよう心より祈念致しまして、 私からの年頭の挨拶とさせて
頂きます。

皆さん、 今年もよろしくお願いします。
新世代産業研究会 会長　江崎 賢一



去る 12 月 3 日に新産会の忘年会を開催しました。
会場は東区泉に新しくオープンした紗舞璃（しゃぶり）にて、 22 名の会員の皆様にご参加頂きました。
15 期の後藤さんの乾杯から始まり、 お店自慢の前沢牛しゃぶしゃぶコースを堪能しました。 美味しい料理
とお酒と共に、 1 年間の互いの労をねぎらい、 昔話や、 近況の話を肴に、 新産会らしく大いに盛り上がり
ました。 13 期の岩間さんに中締めの挨拶をして頂き、 2019 年の忘年会を締めくくりました。 ご参加頂き
ました皆様、 ご多忙の中お集まり頂きありがとうございました。 書面をもって御礼申し上げます。

39 期　大谷

2019 年忘年会開催しました

◆◆ 会員名簿の作成について ◆◆
令和 2 年度版会員名簿の作成準備を進めています。
現行名簿から変更のあった方、 また追加表示のある方は １月 31 日（金）までにＦＡＸでご連絡ください。
指定期日までにご連絡のなかった方につきましては 「変更なし」 として取り扱わせていただきます。

( 株 )ＮＣネットワーク名古屋　大谷 裕　宛　　ＦＡＸ （０５２）２５３－５７９６

事務局からのお願い
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新春を迎えて

あけましておめでとうございます。
新たな年が、 県民の皆様方にとりまして素晴らしい 1 年
となりますよう、 心からお祈り申し上げます。
昨年は、 全国植樹祭やラグビーワールドカップなどのビッ
グイベントを成功裏に収め、 8 月には愛知県国際展示
場 「Aichi Sky Expo」 をオープンするなど、 愛知のプ
レゼンスを一層高めるとともに、 ジブリパークの基本方針
や愛知県新体育館の基本計画を新たに発表するなど、
「進化する愛知」 としての大きな 1 歩を踏み出した年と
なりました。
世界は今、 グローバル化やデジタル技術の加速度的な
進展などにより、 ダイナミックに変化しています。 愛知県
がこれからも、 日本の成長エンジンとして、 我が国の発
展をリードし続けていくためには、 そうした変化を恐れず、
時代の波を乗り越え、 乗りこなし、 新たな付加価値を
生み出していかなければなりません。
今年も一年、 世界の様々な国 ・ 地域等と連携し、 最
先端の技術 ・ サービスを取り込みながら、 基幹産業である自動車産業はもちろん航空宇宙、 ロボットなど
の次世代産業の集積を加速するとともに、 革新的ビジネスモデルや最先端技術を持つスタートアップを起爆
剤とし、 切れ目のないイノベーションを創出していくことで、 「国際イノベーション都市」 への飛躍を目指して
まいります。
また、 リニア大交流圏の形成を見据えた社会インフラの整備、 農林水産業の振興、 教育 ・ 人づくり、
女性の活躍、 医療 ・ 福祉、 環境、 雇用、 多文化共生、 防災 ・ 交通安全、 東三河地域の振興な
ど、 県民の皆様の生活と社会福祉の向上にもしっかりと取り組み、 SDGs の基本理念である 「誰一人取
り残さない」 社会の実現を目指してまいります。
今年も、 愛知県では、 ロボカップアジアパシフィック大会 ・ ワールドロボットサミット、 あいち技能五輪 ・ 全
国アビリンピック、 世界ラリー選手権などのビッグイベントが予定されています。 国内外から多くの方がお越し
になりますので、 万全の準備を整え、 愛知の魅力をしっかり PR してまいります。
こうした取組を通じ、 「日本一元気な愛知」 「すべての人が輝く愛知」 「日本一住みやすい愛知」 の実現
を目指し、 県民の皆様に、 笑顔で元気にお過ごしいただけるよう全力で取り組んでまいりますので、 一層
のご理解とご支援をお願い申し上げます。

2020 年元旦

愛知県知事

大村秀章


